
①あすか夢の楽市での活動
今月から、あすか夢の楽市で勤務することになりました。
新型コロナウイルスの感染対策ということで、レジにビニールを
貼ったり、店内での３密行動を避けるように促すなど、気を付け
ながら営業するようにしています。

農業研修をする中で、日当たりや風通しが畑にはとても重要な
ことを学びましたが、お店にしても、明るさや風通しなど、居心地
のよさが大切だと考えました。そこで、開かずの窓を開けて日当
たりをよくしたり、開かずの扉を開けて風通しをよくするなど、空
間としての居心地の良さの改善にあたりました。

料理の仕方がわかりづらくて売れ残りがちな野菜には、使いやすさを
簡単に伝えるＰＯＰをつくり、売れ残りがないよう工夫しました。

②今後の可能性を広げるための活動
・米作りのお手伝い
昨年のお米の収穫のときにとっておいたもみ種を、苗代にまいて
発芽させる、苗づくりをしました。まいて10日ほどすると少しずつ
発芽しているのが見られました。今後が楽しみです。
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今月の活動内容

コロナ対策の一環

風通しもよく、防犯対策にも

小さい緑の芽が出始めました

外の簾を外し、明るくなった店内

わらびの下処理を簡単に 葉玉ねぎをシンプルに

③Facebookでの情報発信
農業研修の様子などをFacebookにアップしました。

来月の活動内容

・楽市での業務。
・フェイスブックでの情報発信。
・米作りの手伝い
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